
こんな場面ありませんか？
「人権ってむずかしい」、「自分には関係ない」と思っていませんか？家庭、学校、職場、地域・・・すべての世代、すべての人の身近なとこ
ろに、人権のタネはあるものです。ふとした場面や会話の中の身近な人権についてみんなで考えてみましょう！！！
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あなた自身の人権を侵害されたと
思ったことはありますか？
Q

さぬき市民の約30％が、
人権侵害を受けたことが
あると回答しています。
100人のうち30人が被害
を受けているということは、
その30人にかかわる人々
の誰かが加害者であるか
もしれません。
改めて、自分の言動につ
いて考えてみましょう。

何気ない日常に「気づき」の目を向けてみて

家事は女性の仕事？

愛と支配は別物

セクハラ・パワハラ

子どもSOS！！

誰かを好きになることは素晴らしいこと。だからといって束縛したり、
暴力をふるうことが本当の愛でないことは当然です。夫婦間の暴力
「DV（ドメスティック・バイオレンス）」や恋人間の「デートDV」では、被
害者側が「私が悪いんだ」と自分を責めてしまうこともあります。対等
な立場を築いてこそ真の愛です。

男性としては褒めたつもりだったのでしょうが、女性は不快に思ったよ
うです。直接体に触ったり、交際を迫るなどは当然セクハラですが、髪
型や服装を褒めたり、結婚や出産の話題にふれるのも人によってはセ
クハラになります。「そんなつもりじゃなかった」という場合でも、相手が
不快に感じれば、セクハラです。また、上司が部下に対して、人格を否
定するような発言をしたり、大量の仕事を突然一晩で仕上げるように要
求したり、新入職員に対して達成困難な業務を強制するなど、精神的
攻撃・過大な要求はパワハラになる可能性があります。

学校でいじめや体罰、親からの虐待など、子どもをとりまく環境
は深刻な状況にあります。さらに最近では、インターネットやス
マートフォンが普及し、ネット上でのいじめや悪質商法、児童買春
など、問題は一層複雑になっています。家庭はもちろん、地域や
学校も一緒になって、子どもたちを守っていくことが大切です。

お父さん、気をきかせて洗
濯物を取り込んだまではよ
かったのですが、、、「やって
おいてやったぞ」という態度は
どうでしょうか。１９９９年男女
共同参画社会基本法が施行
され、「男は仕事、女は家事
育児」という古い概念はずい
ぶん薄れてきましたが、現実
にはまだまだ固定的な役割分
担が多々あります。あなたの
家庭の男女共同参画は進ん
でいますか？？

2018年さぬき市人権・同和問題意識調査より


